
中間事業報告書
平成13年4月1日から平成13年9月30日まで



1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・
・・
・・
・

初冬の候、株主の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申

し上げます。ここに『第38期中間事業報告書』をお届けするに

あたり、ひとことご挨拶申し上げます。

当中間期の我が国経済は構造改革の必要性が叫ばれながらも

不況下のデフレ・不良債権問題が重く、投資・消費・雇用等は

依然として低迷しております。

物流業界におきましても、需要の低迷によるメーカーの生

産・在庫調整を受け輸出貨物を中心に荷動きが大きく減退して

おります。

このような事業環境のもと、当社及びグループ会社は顧客の

SCMニーズに対応した物流商品の開発と専門分野に特化した総

合物流事業の技術とノウハウを生かした拡販への取組みを継続

するとともに、急速に変動する事業環境に対応できるように、

各事業の内部体質強化のため、現場活動の活性化を推し進め更

なる作業効率の改善に注力してまいりました。

株主の皆様へ
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設備投資につきましては、今後の受託業務量の拡大に備え大

阪営業所の増築（８月完工）、横浜営業所の増築（10月完工）を

行いました。また、海外では広東アルプス物流での新倉庫の建

設が来年３月の完成を目標に始まっております。

当社及びグループ会社といたしましては、「専門分野での総合

物流企業を目指して総合物流事業体制の充実を図る」ことを方

針に、当社及び当社海外子会社は電子部品物流に特化した総合

物流事業を、株式会社流通サービスは消費物流での総合物流事

業の展開を図ってまいります。

また、メーカー各社の物流業務のアウトソーシング・ニーズ

に対し当社が今まで培ってきた物流ノウハウと物流技術力をも

とにした物流ソリューション提案を継続して行ってまいります。

そして、グローバルな物流ニーズに対して当社の海外子会社を

含めた総合物流事業のグローバルネットワークの強化を推し進

めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご指導、ご鞭

撻を賜わりますよう心からお願い申し上げます。

平成13年12月

代表取締役社長
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営業の概況（連結）

平成13年 平成12年 平成11年
9 月 期 9 月 期 9 月 期
百万円 百万円 百万円

売上高 16,373 15,892 14,017
国内物流事業 11,404 10,533 9,194
国際物流事業 2,410 2,600 2,259
商品販売事業 2,559 2,759 2,563

経常利益 1,374 1,396 1,296
中間純利益 684 826 533
１株当たり中間純利益（円） 41.89 55.68 35.94
株主資本中間純利益率（％） 5.9 8.1 5.9
売上高中間純利益率（％） 4.2 5.2 3.8

総資産 26,990 25,467 24,026
株主資本 11,986 10,616 9,290
株主資本比率（％） 44.4 41.7 38.7
１株当たり株主資本（円） 733.86 714.95 625.61

設備投資額 986 690 934
減価償却実施額 349 340 322
中間期末従業員数（名） 1,580 1,329 1,126

◆ハイライト

◆セグメントの営業概況（平成13年４月１日～平成13年９月30日）

国内物流事業 前年度後半からの米国IT関連需要の減退による関

連電子部品の在庫・生産調整が当社の取扱貨物

量の減少を引き起こしました。一方、子会社流

通サービスでは生協の物流再編成に伴う流通加

工、個配運送業務及び一般消費物流業務の受託

拡大により大幅な売上増となりました。この結

果、当中間期の売上高は11,404百万円と前年同

期に比べ871百万円の増加となり、営業利益は

824百万円となりました。

国際物流事業 IT関連製品の需要低迷を受け、取扱貨物量の減少

等により、売上高は2,410百万円と前年同期に比

べ189百万円の減少となり、営業利益は482百万

円となりました。

商品販売事業 顧客の生産調整等を受け、売上高は2,559百万円

と前年同期に比べ199百万円の減少となり、営業

利益は78百万円となりました。
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科目 平成13年9月期 平成13年3月期
（平成13年9月30日現在） （平成13年3月31日現在）

（資産の部） 百万円 百万円

流動資産 11,799 11,715
現金預金 4,281 3,349
受取手形及び営業未収金 5,802 6,008
有価証券 250 952
繰延税金資産 311 286
その他 1,163 1,123
貸倒引当金 △ 9 △ 4

固定資産 15,190 14,503
有形固定資産 12,916 12,235
建物及び構築物 5,839 5,386
機械装置及び運搬具 546 505
土地 5,748 5,748
建設仮勘定 506 343
工具器具備品 275 251
無形固定資産 696 635
連結調整勘定 5 7
その他 691 627
投資その他の資産 1,577 1,632
投資有価証券 342 458
繰延税金資産 228 173
その他 1,008 1,001
貸倒引当金 △ 1 △ 0

資産の部合計 26,990 26,219

科目 平成13年9月期 平成13年3月期
（平成13年9月30日現在） （平成13年3月31日現在）

（負債の部） 百万円 百万円

流動負債 7,746 7,544
支払手形及び営業未払金 3,246 3,177
短期借入金 1,240 1,285
繰延税金負債 1 1
賞与引当金 615 518
その他 2,642 2,561

固定負債 6,356 6,546
長期借入金 5,735 5,952
繰延税金負債 4 4
退職給付引当金 267 258
役員退職慰労引当金 348 331

負債の部合計 14,102 14,090

少数株主持分 900 784

（資本の部）
資本金 1,494 1,494
資本準備金 1,440 1,440
連結剰余金 8,845 8,275
その他有価証券評価差額金 21 89
為替換算調整勘定 186 44

資本の部合計 11,986 11,344

負債･少数株主持分及び資本合計 26,990 26,219

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結貸借対照表
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科目 平成13年9月期 平成12年9月期
（H13.4.1～H13.9.30） （H12.4.1～H12.9.30）

百万円 百万円

売上高 16,373 15,892
売上原価 13,889 13,352
販売費及び一般管理費 1,098 1,126

営業利益 1,385 1,413
営業外収益 63 65
営業外費用 74 83

経常利益 1,374 1,396
特別利益 1 173
特別損失 49 76

税金等調整前中間純利益 1,326 1,493
法人税・住民税及び事業税 567 698
法人税等調整額 △ 31 △ 62
少数株主利益 106 30

中間純利益 684 826

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結損益計算書

中間連結剰余金計算書

平成13年9月期 平成12年9月期
（H13.4.1～H13.9.30） （H12.4.1～H12.9.30）

百万円 百万円

連結剰余金期首残高 8,275 6,859
連結剰余金増加高 ─ ─
連結剰余金減少高 114 113
中間純利益 684 826
連結剰余金中間期末残高 8,845 7,572

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結キャッシュ・フロー計算書

平成13年9月期 平成12年9月期
（H13.4.1～H13.9.30） （H12.4.1～H12.9.30）

百万円 百万円

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 1,296 1,407
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 817 △ 245
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 363 △ 246
Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 85 19
Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 201 935
Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 4,007 2,885
Ⅶ　現金及び現金同等物の中間期末残高 4,208 3,820

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。



第38期 第37期 第36期
中間期 中間期 中間期
百万円 百万円 百万円

売上高 10,214 10,956 10,225
運送事業 3,608 3,818 3,638
保管事業 3,193 3,252 2,989
輸出入貨物取扱事業 918 1,126 1,032
包装資材販売事業 1,204 1,353 1,297
成形材料販売事業 1,289 1,405 1,266

経常利益 806 1,169 1,086
中間純利益 441 735 450
１株当たり中間純利益（円） 27.03 49.52 30.37
株主資本中間純利益率（％） 4.2 7.6 5.1
売上高中間純利益率（％） 4.3 6.7 4.4

１株当たり中間配当額（円） 6.00 6.00 6.00

総資産 20,732 20,404 19,446
株主資本 10,740 10,087 8,917
株主資本比率（％） 51.8 49.4 45.9
１株当たり株主資本（円） 657.55 679.29 600.49

設備投資額 818 370 812
減価償却実施額 222 220 206
中間期末従業員数（名） 526 503 514
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営業の概況（単独）

◆ハイライト
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(注) 株主資本中間純利益率については年間換算しております。
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科目 第38期中間期末 第37期末
（平成13年9月30日現在） （平成13年3月31日現在）

（資産の部） 百万円 百万円

流動資産 7,752 8,218
現金預金 2,462 1,624
受取手形 1,607 1,711
営業未収金 2,325 2,521
有価証券 250 952
たな卸資産 95 110
繰延税金資産 246 267
短期貸付金 ─ 300
その他　 764 729
貸倒引当金 △ 0 ─

固定資産 12,980 12,457
有形固定資産 9,846 9,255
建物 3,994 3,843
土地 4,865 4,865
その他 986 546

無形固定資産 302 271
投資等 2,831 2,930
投資有価証券 374 491
繰延税金資産 103 54
その他 2,354 2,385
貸倒引当金 △ 1 △ 0

資産合計 20,732 20,676

科目 第38期中間期末 第37期末
（平成13年9月30日現在） （平成13年3月31日現在）

（負債の部） 百万円 百万円

流動負債 5,779 5,860
支払手形 2,414 2,005
営業未払金 949 1,096
短期借入金 1,036 1,090
未払法人税等 304 646
賞与引当金 377 380
その他 696 641

固定負債 4,211 4,337
長期借入金 3,913 4,054
退職給付引当金 126 120
役員退職慰労引当金 172 162

負債合計 9,991 10,197

（資本の部）
資本金 1,494 1,494
法定準備金 1,623 1,612
剰余金 7,602 7,282
（うち中間（当期）純利益） （441） （1,327）

その他有価証券評価差額金 21 90

資本合計 10,740 10,478

負債・資本合計 20,732 20,676

(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間貸借対照表
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(注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間損益計算書

科目 第38期中間期 第37期中間期
（H13.4.1～H13.9.30） （H12.4.1～H12.9.30）

百万円 百万円

売上高 10,214 10,956
売上原価 8,545 8,924
販売費及び一般管理費 883 898

営業利益 784 1,133
営業外収益 70 96
営業外費用 49 59

経常利益 806 1,169
特別利益 0 140
特別損失 48 28

税引前中間純利益 757 1,281
法人税・住民税及び事業税 295 561
法人税等調整額 20 △　14

中間純利益 441 735
前期繰越利益 254 243

中間未処分利益 695 979
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広東アルプス物流有限公司 倉庫棟着工
本年９月、広東アルプス物流の倉庫棟用地の杭打ちが始まり、

建設工事に着工いたしました。来年３月の完成を目指して、
着々と工事が進んでおります。
倉庫は３階建て、倉庫面積10,800㎡、広東省東莞市の工場で

輸出入される電子部品類を取扱い、その保管にはACCS（倉庫保
管システム）を導入した最適な倉庫となります。
既に、国際フォワーダー・ライセンスと代理通関ライセンス

を取得し、倉庫完成後は監管倉庫と保税倉庫ライセンスの取得
も計画しております。
広東アルプス物流が所在する東莞市長安鎮は、香港－深 －

広州を結ぶ広深高速道路の長安鎮I/Cから５分と、中国華南地区
や香港へのアクセスには絶好のロケーションであり、倉庫の場
所は長安鎮税関から至近距離にあり、世界の電子部品の一大生
産地である珠江三角デルタの物流拠点として、最適な環境にあ
ります。
広東アルプス物流では、日常の業務に加え、新倉庫完成後の

業務拡大を目指して、準備作業にも力を入れてまいります。ご
期待ください。

広東アルプス物流有限公司概要
敷地面積：20,000㎡
倉庫面積：10,800㎡
所 在 地：広東省東莞市長安鎮対外経済発展総公司工業城
Ｔ Ｅ Ｌ：86－769－541－0666
Ｆ Ａ Ｘ：86－769－541－0633

広東アルプス物流完成予想図

トピックス
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大阪営業所倉庫増築工事完了

昨年12月より着工しておりました大阪営業所の倉庫増築工事
が本年８月31日に完了いたしました。
大阪営業所は大阪の北部、北摂地域、大阪中央環状線沿いに

位置し、名神高速茨木ICより車で15分、中国自動車道吹田ICよ
り20分、また、近畿自動車道摂津北ICより５分の距離にあり西
日本エリアの輸配送をカバーするには絶好のロケーションにあ
ります。
今回の増築は保管事業の拡販計画に基づき、既存倉庫棟（４

階建：延床4,529.78㎡）の裏手に壁面を共有した形で建設（４階
建：延床4,198.88㎡）され、１階はスルー型貨物や大ロット貨物
の保管荷捌き用途、２～４階は空調を完備し半導体などの電子
部品の保管に適した倉庫となっております。

大阪営業所概要
敷地面積：8,426.72㎡
倉庫面積：8,690.82㎡
（内　新倉庫面積：4,198.88㎡）
所 在 地：大阪府茨木市沢良宜西４－18－20
Ｔ Ｅ Ｌ：0726－34－4551
Ｆ Ａ Ｘ：0726－34－7137

大阪営業所増築倉庫棟全景
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横浜営業所新倉庫棟完成

本年３月より着工しておりました横浜営業所の倉庫棟（一部
兼事務所２、３階）が、10月19日竣工し、11月より営業を本格
的に開始いたしました。
倉庫は４階建て、総床面積約9,400㎡、１階は荷捌場と高層棚

を活用した電子部品保管用倉庫となり、輸出入貨物増加を意識
して、トラックバースを９台設置し、コンテナ車（40フィート）
９台が同時にデバンニングできるようにしてあります。
２～４階は防塵対策、空調設備を備えた電子部品類の保管用

として最適な倉庫となっております。
横浜営業所は、当社の東京港センター35km、他、東京大井港

36km、横浜港20kmと各地から１時間足らずの地理的な環境で
あり、輸出入貨物の取扱いに最適な所在地となっております。

横浜営業所概要
敷地面積： 6,992.38㎡
倉庫面積：31,555.35㎡
（内　新倉庫面積：8,009.94㎡）
所 在 地：横浜市港北区新羽町1767
Ｔ Ｅ Ｌ：045－531－4135
Ｆ Ａ Ｘ：045－542－6189

横浜営業所新倉庫棟全景

アルプス物流では今後も企業のSCM対応をはじめ更なる物

流技術の向上に努め、高度な物流ニーズに対応する総合物流

サービスを提供していけるよう、全力を尽くしてまいります。
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株式の概況（平成13年9月30日現在）

発行済株式総数 16,335,000株

株主数 1,865名

株式分布状況

所有者別

地 域 別

株価の推移

証券会社� 個人・その他� 一般法人�

0.66％ 21.78％ 57.12％ 

外国人�金融機関�

19.52％ 0.92％ 

外国　　0.92％�
その他　0.03％�

北海道 0.19％�

東北 1.92％�

関東 87.65％�

近畿 3.71％�
四国 0.36％�

中部 3.73％�
中国 0.88％�

九州 0.61％�
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事務所所在地

本　　　社 〒223-0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1756 TEL045-531-4133

古川営業所 〒989-6233 宮城県古川市桜ノ目字新高谷地364-5 TEL0229-28-4131

仙台営業所 〒983-0034 宮城県仙台市宮城野区扇町3-10-3 TEL022-782-3180

小名浜営業所 〒971-8124 福島県いわき市小名浜住吉字不毛4-7 TEL0246-58-8151

郡山営業所 〒969-1104 福島県安達郡本宮町大字荒井字北ノ内60-5 TEL0243-34-4111

新潟営業所 〒949-7402 新潟県北魚沼郡堀之内町大字田戸字谷内248-2 TEL02579-4-4252

羽生営業所 〒348-0016 埼玉県羽生市大沼2-49 TEL0485-65-1561

高崎営業所 〒375-0017 群馬県藤岡市篠塚72-2 TEL0274-24-5611

成田営業所 〒285-0804 千葉県佐倉市馬渡字稲荷前1170-6 TEL043-498-8511

横浜営業所 〒223-0057 神奈川県横浜市港北区新羽町1767 TEL045-531-4135

長野営業所 〒399-4511 長野県上伊那郡南箕輪村字北原1634-286 TEL0265-78-7992

静岡営業所 〒437-0012 静岡県袋井市国本1304-1 TEL0538-44-3450

名古屋営業所 〒486-0811 愛知県春日井市東山町字東山2345 TEL0568-85-1030

大阪営業所 〒567-0868 大阪府茨木市沢良宜西4-18-20 TEL0726-34-4551

東京港センター 〒143-0001 東京都大田区東海4-9-12 TEL03-3790-0056

盛岡出張所 〒028-4131 岩手県岩手郡玉山村大字芋田下芋田10 TEL019-682-1074

相馬出張所 〒979-2611 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺字中城63 TEL0244-62-4555

株式会社流通サービス 〒340-0032 埼玉県草加市遊馬町862-1 TEL0489-22-7221

株式会社流通運輸 〒340-0032 埼玉県草加市遊馬町769-1 TEL0489-22-7221

海外法人

天津泰達国際倉儲運輸有限公司
アルプス物流（上海）有限公司
広東アルプス物流有限公司
アルプス物流香港有限公司
アルプス・ナイガイ・ロジスティクス（マレーシア）SDN．BHD.
アルプス・ロジスティクス（シンガポール）株式会社

国内法人

取締役および監査役

代表取締役会長 長迫　令爾

代表取締役社長 草部　博光

常 務 取 締 役 西村　善七

取 　 締 　 役 片岡　政�

取 　 締 　 役 沓澤虔太郎　

取 　 締 　 役 青木　忠雄

取 　 締 　 役 川添　藤夫

取 　 締 　 役 山本　勝茂

取 　 締 　 役 石橋　紘也

取 　 締 　 役 小宮　　浩

取 　 締 　 役 堀田　幸治

常 勤 監 査 役 福山　健造

監 　 査 　 役 加藤　誠一

監 　 査 　 役 武田　安弘

監 　 査 　 役 河合　　怜



会社の概要 （平成13年9月30日現在）

株主メモ

決　算　期 年1回　3月31日
定時株主総会 6月下旬
株主確定基準日 定時株主総会・利益配当金 3月31日

中間配当金 9月30日
その他予め公告する日時

公告掲載新聞 日本経済新聞
上場証券取引所 東京証券取引所市場第2部
名義書換代理人 中央三井信託銀行株式会社
同事務取扱所 中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
TEL.03-3323-7111（代表）

同 取 次 所 中央三井信託銀行株式会社　全国各支店
日本証券代行株式会社　本支店、出張所

（お知らせ）
平成13年10月1日施行の商法改正により、単位株制度が廃止され、単元
株制度が新設されました。また額面株式制度が廃止され無額面株式と
なりましたが、この改正に伴う株主様のお手続きは、一切不要です。

この印刷物は再生紙を使用しています。

社　　　　名 株式会社アルプス物流
英 文 社 名 ALPS LOGISTICS CO., LTD.

〒223－0057神奈川県横浜市港北区新羽町1756
TEL.045-531-4133（代表）

設　　　　立 昭和39年7月2日
資　本　金 14億9,404万円
社　員　数 526名
運行車両数 380台
倉 庫 面 積 139,813㎡
主な事業内容 1. 貨物自動車運送事業

2. 貨物運送取扱事業
3. 保管事業
4. 輸出入貨物取扱事業
5. 包装資材販売事業
6. 成形材料販売事業
7. 金属回収事業
8. 保養施設の運営管理事業

ホームページアドレス http://www.alpsbutsuryu.co.jp/


